
平成２６年２月 

 

青森県行財政改革実施計画（案）の概要 

 

１ 趣旨 

「青森県行財政改革実施計画」は、青森県行財政改革大綱（平成２５年１２月改定）に基づき、

行財政改革の取組方策に係る具体的な取組事項等を定めるものである。 

この実施計画に従い、全庁一丸となって行財政改革に積極的に取り組むほか、毎年度、行財政

改革の取組状況を点検し、必要に応じた見直し（取組事項の追加、内容の充実等）を行いながら、

行財政改革の着実な推進を図る。 

 

２ 計画期間 

平成２６年度から平成３０年度まで（行財政改革大綱の取組期間） 

 

３ 掲載内容 

行財政改革大綱に掲げた取組方策に基づく取組事項を定めるとともに、その具体的な取組内容

と計画期間内の取組工程を記載した。（取組事項の主なものについては、別紙のとおり） 

なお、各取組事項の着実な実施を図るため、毎年度、具体的な取組実績及び実績を踏まえた今

後の計画を記載し、取組状況を明らかにしていく。 

 

４ 行財政改革実施計画の点検・見直し等 

(１) 行財政改革推進本部において、毎年度、行財政改革の取組状況を踏まえて行財政改革実施

計画の点検・見直し（取組事項の追加、内容の充実等）を行う。 

(２) 行財政改革実施計画の点検・見直しに当たっては、毎年度、行財政改革の取組状況の取り

まとめ結果を行財政改革推進委員会に報告し、意見を聴きながら行う。 

(３) 行財政改革の取組状況等については、県のホームページ等を通じて、毎年度、公表する。 

 



別紙

・ 目標管理型業務マネジメントの構築・実施

・ 政策・施策の取組の重点化

・ 県民の利便性向上に資する改善の推進

・ 事務改善等による事務処理の効率化・省力化

・ 災害時業務継続計画の策定と訓練の実施

・ 優秀な人材の確保

・ 新たな人材育成方針の策定

・ 職員の意識改革の推進

・ 給与制度等の適正化の推進

・ 地域県民局の機能の向上

・ 定員の適正化

・ 出資法人等の経営改革

・ 広報広聴の充実

・ オープンデータ化の推進

・ 公共事業におけるパブリックインボルブメント手法の活用

・ コンセッション方式導入の検討

・ 市町村との連携

・ 財政健全化に向けた取組の推進

・ 義務的経費の抑制

・ 重点予算等要求枠の確保

・ 戦略プロジェクトの推進による部局間連携の強化、成果重視のマネジメントサイクルの展開

・ 県税収入の確保

・ 県有財産の処分・有効活用等の推進

・ 特定目的基金の充実・有効活用

・ 県有施設の総合的な利活用の推進

・ 公共土木施設等の長寿命化の推進

４　県有資産マネジメント

３　財源確保の取組

Ⅳ　財政戦略

１　財政健全化の推進

２　歳出改革の推進

２　分権型社会の推進

Ⅲ　協働戦略

１　県民との連携・協働

２　執行体制の改革

Ⅱ　組織戦略

１　職員力の向上

青森県行財政改革実施計画(案)における取組事項の主なもの

Ⅰ　業務戦略

１　業務マネジメントの改革

＜参考＞戦略軸毎の取組事項数

業務戦略 組織戦略 協働戦略 財政戦略 計

15 42 13 25 95


